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メロン花粉の稔性生理並びに着果に及ぼす二三の要因について

高野邦治・川里 宏

　　　　1　緒　　　言
従来，着果安定上の見地から温室メロンにつ

いては雌雄ずいの機能に関して多くの報告があ

る。これらによると。メロン花粉は両性花にお
　　　　　　1，8，17)
いても健全であり　　，花粉の発芽適温は25
10)

℃　，柱頭内での花粉管の伸長速度は1時間当

たり1．000μ程度で受粉後約24時間で受精
　11）
する。また，花粉の発芽能力について開花前
　　　　　　　　　　　　　10）
日の夜半には85％の発芽率を示す　などが明

らかにされているo

　一方，最近普及されてきたハウスメロンは無

加温ハウスで栽培されることが一般的であるの

で，早出し栽培をすると夜温の低下や昼夜温の

較差が増大するなど従来の温室メロンと異なっ

た条件下におかれる。したがって受粉期の適昼

・夜温，受粉の適時刻などを明らかにする必要

がある。ところで，着果に及ぽす要因について
　　　　　　　　　　　3）　　　5）
は，受粉期の昼温管理　，虫媒　や生長調節剤
　　　7，15)
の利用　などについて検討されているか，着

果安定の基礎となるべき花粉の稔性についての

報告は少ない。

　そこで，従来の温室メロンについての知見が

品種系統的に異なるハウスメロンについてもそ

のまま適応できるかどうか確認する必要がある

ので，花粉の稔性及び着果に及ぽす要因につい

ていくつかの実験を行ったので報告する。

　　　Ⅱ　材料及ぴ方法

1、花粉の稔性生理

　実験1～実験5の花粉の発芽試験は市販寒天

1％，市販上白糖15％，pH6。0の人工発芽床

を用い，実験1を除いて25℃下で1時間発芽

させた後にコットンブルーで染色して発芽率と

花粉管の長さを調査した。供試した花粉は3花

の雄花花粉を混合したものを用いた。花粉の発

芽率は，花粉管の長さが花粉の直径（約5μ）F

以上伸長したものを発芽とみなし，約1，000

粒の花粉について調査した。花粉管の伸長は平

均的な伸長を示す花粉20粒について測定した。

　実験1　花粉の発芽適温を明らかにするため，

1972年は2月まきのサンライズ，1975
年は2月まきのキングの花粉を用いて検討した。

処理温度は，1972年は10，15，15，

20℃，1975年は25，50，55，40，
45，50℃とした。人工発芽床はあらかじめ

所定の定温器に入れ，培地温を合わせてから試

験を行った。

　実験2受粉期の適夜温を明らかにするため，

1972年に2月まきのサンライズを供試して

検討した。雄花を開花前日の夕刻（17時）採

花し，それぞれ5，10，15，15，20℃

の温度の下で翌朝9時50分まで経過させ直ち

に花粉の発芽試験を行った。

　実験3　花粉の成熟及び稔性維持期間を明ら

かにするため，1972年はサンラィズ，19

討した。1972年は開花前日の16時から開

花当日の15時まで3時間ごとに，1973年
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73年はキングを供試しいづれも2月まきで検



は開花当日の5時から6時まで1時間ごとに採

花し直ちに発芽試験を行った。

　実験4　受粉に何節の雄花を使用したら良い

かを明らかにするため，1973年に2月まぎ

のキングを用いて検討した0　5月21日に5，

10，15，20，25節上に咲いた雄花を

11時にとり，直ちに発芽試験を行った・

　実験5　着果促進を目的とした生長調節剤が

花粉の発芽に及ぽす影響を検討した。供試した

生長調節剤はトマトトーン（T　T），ベンジル

アデ匹ン（B　A）。ナ7タレン酢酸（NA　A）

及びトライ・ンである。1975年人工発芽床

にキングの花粉を置床したのち，上から生長調

節剤を散布して発芽試験を行った。

　2・着果に及ぽす二三の要因

　実験6　人工発芽床上での花粉の発芽適温を

ほ場で確認するため，受粉期の昼温を変えて着

果率を検討した。1975年2月21まきのサ

ンライズを供試し，5月9日から18日までパ

イプハウスの換気程度を変えることにより50

℃とする高温区と20℃とする低温区を設け，

5月9日～12日に受粉を行ない1週間後に着

果率を調査した。受粉には，2月まきで標準的

に栽培した株の花粉を用いた。

　実験7　受粉の適時刻を明らかにするため，

1972年に7月まきのサンライズを供試して

検討した。受粉時刻は9時，12時，15時の

5区を設け，それぞれの受粉時刻まで花弁を止

め金で止めておいた。受粉1週間後に着果率を

調査したo

　実験8　生長調節剤の着果促進効果を等97

2年2月まきのサンライズを用いて検討した。

供試した生長調節剤はT　T，B　A，N　AAおよ

びトライ・ンで濃度は第7表に示した。開花当

日，人工受粉を行ったのち生長調節剤を子房部

に散布して，1週間後に着果率を調査した。

　　　　皿　結　　　果

　1．花粉の稔性生理

　実験1　花粉の発芽温度

　1972年は10から20℃までの範囲で検

討したがその結果は第1表に示すとおり，花粉

の発芽率は10～15℃の範囲では温度が高く

なるにつれて高まったが20℃では15℃より

やや劣った。花粉管の伸長は温度が高くなるに

つれて明らかに大となった・1975年は25

～50℃までの範囲で検討したが，50℃～

第1表　花粉の発芽温度

調査年月日　処理温度　　発芽率　　花粉管の

　　　　　　℃　　　　％　　伸長μ
1972●4．28 10

15
15
20

52．8
5ZO
75．5
7〔LO

100
220
260
440

1975，5．8 25
ろ0

55
40
45
50

77，7
92．9
954
94．2
78。6
1〔L8

180
510
520
270
150
50

注，9時50分置床

35℃は発芽率，花粉管の伸長とも極めて良好だ

った。40℃における発芽率は50～55℃に

比較しほぽ同じであったが，花粉管の伸長はわ

ずかに劣った。25℃及び45℃以上は発芽率，

花粉管の伸長ともにかなり劣った。

　実験2　開花前日の夜温と花粉稔性

　第2表に示すとおり，15℃では発芽率8Z5

第2表　開花前日の夜温と花粉雛

夜温
℃

率芽
％
発 花粉管の伸長

　　μ

r
D
O
5
F
D
O

　
1
1
1
∩
∠

　0
14．9
58、5
82．5
78，4

　0
50
250
400
400

注．1972．4．289時50分置床
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％，　花粉管の伸長400μとほぽ20℃と同

じであったが，15℃以下では夜温が下がるに

つれて発芽率，花粉管の伸長がともに低下し，

10℃ではそれそれ14．9％，50μとなった。5

℃では全く発芽しなかった。

第3表　花粉稔性の経時的変化

　第7表に示すとおり，T　Tの50，100倍

区は花粉の発芽率，花粉管の伸長とも無処理区

第4表　着花節位と花粉稔性

着花節位

調査年月日 時刻

率芽
％
発 花粉管の伸長

　　μ

率芽
％
発

6
1
4
5
6
9
2
5

ー
ワ
6
ハ
∠
　
　
　
　
1
1

　5

10
、15

20
25

1972．　5る　11

（開花前日）

　　　5　12
（開花当日）

95．5
94．7
95。5
95、7
88，0

290
520
540
270
310

　0
　0
6．7

a2
791
795
754
79、5

注．19755．21　12時置床

1975　6。22
（開花当日）

5
4
『
｝
6

6。0

24．7
592
799

注，1972，5．12の最低夜温は17℃

実験5　花粉稔性の経時的変化

第3表に示すとおり，1972年は開花前日

の16時では全く発芽しなかった。その後開花

当日の5時までは発芽率10％未満で，6時に

なると791％と急激に高まった06時以後は

15時まで795垢で高く維持された◎1975

年は開花当日の5時から6時まで1時間ごと

に調査した結果，5時では前年同様発芽率は

10％に満たなかったが4時では247％，5時

では592垢となり，発芽率は4時頃から高ま

り始め5時頃急激に高まった。

　実験4　着花節位と花粉稔性

　第4表に示すとおり，25節の花粉の発芽率

が8a　o％とやや劣ったが，その他の節の発芽

率は約95％で節位の高低による葦はなかった。

花粉管の伸長は最小が20節の270μ，最大

が15節の540μであった。

　実験5　生長調節剤が花粉発芽に及ぽす影響

と差がなかった。B　Aの200p　p　m区の発芽

率では無処理区と差がないが，花総管の伸長は

極端に抑えられた。B　Aの100p　p　m，N　A

Aの200，100p　pm。及びトラでロンの

500p　pm区の発芽率はいづれも無処理区と

大差ないが，花粉管の伸長はわずかに劣った。

　2・着果に及ぽす二三の要因

　実験6　受粉期の昼温の影響

　着果率は第5表に示すとおり，低温区が55

％であったのに比較し高温区は70％で，高温

区の方が明らかに着果率が高かった。

　実験7　受粉時刻の影響

　第6表のとおり，9時受粉は68％で最高の

着果率を示したが，12時，15時ではそれぞ

れ40％，4％となり，受粉時刻が遅れるにつ

れて着果率が大ぎく低下した。

　実験8　生長調節剤り影響

　第7表に示すとおり，TTの50，100倍，

B　Aの200，100p　pm区は無処理区に比

較し極めて着果率が高かった。つづいてトライ

第5表　受粉期の昼温が着果率に及ぽす影響

処理区 受粉花数　　着果数　　着果率

　　　　　　　　　　％

区
区
温
温
高
低

7
0
0

2
6

n
U
5

ア
5

注．1973．5，ヲー一6

一65一



第6表　受粉時刻が着果率に及ぼす影響

受粉時刻　受粉花数　着果数　　着果率
　　　　　　　　　　　　　　％

9
ワ
も
「
D

9
5
R
》

1
1
弓
乙
5
6
1

8
0
4

6
4

注．1972．95～6

・ン500p　p　m区の着果率が良かったが，N

A　Aの200，100p　pm区は無処理区と大

差なく着果促進の効果がなかった。

　　　　w　考　　　察
受粉期の温度管理を明らかにするため人工発

芽床を用いて花粉の発芽適温を検討した結果，

50～55℃が発芽率，花粉管の伸長に最適で

あり，40℃でも良好で適温の範囲はかなり広
　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
いものと考えられる。サンライズを用いた川崎

の結果は，50℃が発芽適温で35℃以上で発
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ）
芽率が低下したと報告しており。また鈴木　は

温室メ・ンの花粉の発芽適温は25℃と報告し

ているが，温室メ・ンに比較してハウスメロン

の方が若干発芽適温は高いと考えられる。

　以上の結果をほ場で確認するために行った昼

温管理試験の結果は20℃より50℃に管理す

る方が着果率が高かった。これは，花粉の発芽

適温の結果から考えて50℃の方が花粉の発芽

が良く，ひいては受精が良好であったためと推

察される。したがって受粉期の昼温は50℃ぐ

らいが着果性の面から好ましいことが確認され

た。また温室メ・ンの受粉期の昼温は28～5
　　　　　　　　　』2，13）
o℃が適温とされており　　，本試験の結果と

ほぽ一致した。

　　　　　　　　　　　　　　　　13）
　受粉期の夜温について，温室メ・ンで高木
　　　　　　　　12）
は18～21℃，鈴木　は20℃が適温として

おり，本試験で15～20℃が花粉の発芽率，

花粉管の伸長が優れたことから考えほぼ一致す

る。また本試験の結果では15℃でも発芽率が

5a5％あることから低温の実用的限界はほぽ
　　　　　　　　　　　　9）
この程度と考えられる。なお瀬古　は最低気温

11℃以下では着果は無理と述べている。

　受粉時刻については，9時受粉は着果率68

％であったのに対し15時交配は4％と激減し

ており，ウリ類で従来からいわれているような
　　　　　　13）
早朝交配の重要性　晒うかがわれた。

　また受粉時刻が遅れると着果率が低下する原

因を明らかにする目的で花粉稔性の経時的変化

を検討した結果，開花当日の5時頃急激に花粉

稔性が高まり，その後15時まで高く維持され

たo

　　　　　　　　　　　　　　lo）
　開花前日の花粉の稔性について鈴木　は温室

メ・ンで開花前日の15時から発芽能力を生じ，

第7表　生長調節剤が着果率，花粉の発芽に及ぽす影響

生長調節剤 濃度　処理果数
　　　　　　　　花粉の
着果数　　着果率　　発芽率
　　　　　％　　　　％

管
長
粉
伸
μ

花
の

トマトトーン（石原産業）

　　ノノ

ベンジルアデニン（クミアイ化学）
　　ノノ

ナフタレン酢酸（三共製薬）

　　ノノ

トライロン（塩野繊薬）

無処理

50
100
200
100
200
100
500

0
5
6
6
0
9
1
5

n
∠
2
1
1
1
　

2
∩
∠

18
22
14
14
5
5
15
5

0
8
8
8
0
5
1
2

9
8
8
8
5
5
7
2

91．8
91。1

897
91。2
86．9
899
88，2
91．7

410
440
170
520
580
590
280
410

1
2
5

注 着果率に及ぽす影響は1972．2．21まきで検討した。
花粉に及ぽす影響は1975525に検討した。
濃度の単位はトマトトーンが倍，それ以外はp　pmで表示した。
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夜半には発芽率85％であったと述べており，

本試験とかなり異なっている。これは夜温管理

の違いが大ぎく影響していると考えられるが明

らかではない。ともかく開花当日5時には花粉．

稔性が十分高まっていることは一致している。

　　　　　　　　　　　　　　の
　開花後の花粉稔性について，鈴木　は開花1

日後の花粉で75％着果させたと述べており，

本試験では開花当日の15時まで795％の発

芽能力があったことから花粉の稔性は少なくと

も開花当日の15時まではあるものと考えられ

るo

　これらのことから，受粉時刻が遅れると着果

率が低下する原因は，花粉の稔性低下によるも

のではなく，むしろ受精環境や雌ずいの稔性と
　　　　　　　　13）
の関係に原因がある　ものと推察された。

　受粉にどの節位の雄花を用いたら良いかを明

らかにするため，節位別に検討したところ，花

粉の発芽率，花粉管の伸長は節位の違いによっ

て大差なかった。したがって，どの節位の雄花

でも花粉稔性に．差がないと考えられる。

　着果促進を目的とした生長調節剤の検討は数
　　　　　　7“5）　　4ダ95》　　　6）
多くあり，TT　　，BA　　．NAA　，2，
　　　4）
4－D　などの着果効果が認められており，本

試験ではT　T50，100倍，B　A200，

100p　p　mは着果効果が高かったが，N　A　A

200，100ppm峠効果がなかった。NAA
　　　　6）
カ～近藤ら　の報告と異なり効果がなかったのは．

　　　　　　　　　　　6）
品種により感受性が異なる　ことや，本試験で

使用したハウスメロンでは濃度が高すぎたため

とも考えられる。

　生長調節剤が花粉に及ぽす影響は，トマトに
　　　　　　18）
ついて，山田ら　はトマコンは花粉の発芽率を
　　　　　　　　2）
低下したとし，幾竹　は2，4－Dは花粉管の

伸長を促進したと報告している。ところが本試

験のメロンではB　A200p　p　m処理が花粉管

の伸長を抑制した以外はほとんど影響がなかっ

たo

　以上温室メ・ンと対比して総括すると，花粉

稔性について，ハウスメロンの花粉の発芽適温

は温室メ・ンより若干高い。また花粉の稔性が

高まる時刻は温室メ・ンよりかなり遅く開花当

日の4－5時であったが，これは品種系統の違

いよりも夜温管理が大きく影響していると考え

られる。受粉期の夜温，着花節位，生長調節剤

が花粉稔性に及ぽす影響については温室メ・ン

で報告がないので比較できないが，本試験の結

果では，夜温は15℃ぐらいまでは花粉槍性に

大きな影響を及ぽさない。またどの節位の雄花

も稔性に差がなく，生長調節剤はB　A200P

pm処理を除いて花粉発芽に悪影響を及ぽさな

いことが明らかになった。

　着果に及ぽす要因について，温室メ・ンと同

様に受粉期の昼温は50℃ぐらいが好ましい。

また受粉時刻は9時頃が良いことが確認された。

　　　　V　摘　　　要
　メ・ンの着果安定化をはかるため，花粉の稔

性並びに着果に及ぽす要因について1972～

1975年に試験を行なった。

　1．人工発芽床上での花粉の発芽適温は50

～55℃と比較的高く，受粉期の昼温は20℃

よ一り50℃の方が着果率が高かった。

　2．開花前日の夜温は15～20℃で花粉の

稔性が高く，匁G℃以下では極めて劣った。

　5　花粉の稔性は開花当日の5時頃から急激

に高まり，その後15時まで高く維持された。

ところが着果率は受粉時刻が遅れるにつれて大

きく低下した。

　4．着果節位の違いにょる花粉の稔性の差は

なかった0

　5　受粉後にTTおよびBAを子房部に散布

すると着果率が高まった。
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　これらの試験は1972一一1975年に行

ったものであるが，この試験の実施にあたりご

指導いただいた遠藤喜重野菜部長に厚く謝意を

表する。
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栃木農試研報癒18（1974）

メロン花粉の稔性生理並びに着果に及ぼす二三の要因について

高野邦治・川里

宏

　　　　1　緒　　　言

従来，着果安定上の見地から温室メ・ンにつ

いては雌雄ずいの機能に関して多くの報告があ

る。これらによると。メ・ン花粉は両性花にお

　　　　　　1，8．の

いても健全であり　　，花粉の発芽適温は25

10）

℃　，柱頭内での花粉管の伸長速度は1時間当

たり1．000μ程度で受粉後約24時間で受精

　Il）

する。また，花粉の発芽能力について開花前

　　　　　　　　　　　　　lo）

日の夜半には85％の発芽率を示す　などが明

らかにされているo

　一方，最近普及されてきたハウスメ・ンは無

加温ハウスで栽培されることが一般的であるの

で，早出し栽培をすると夜温の低下や昼夜温の

較差が増大するなど従来の温室メ・ンと異なっ

た条件下におかれる。したがって受粉期の適昼

・夜温，受粉の適時刻などを明らかにする必要

がある。ところで，着果に及ぽす要因について

　　　　　　　　3）　　5）

は，受粉期の昼温管理　，虫媒　や生長調節剤

　　7，15）　　　　　　　　　　　9

の利用　などについて検討されているか，着

果安定の基礎となるべき花粉の稔性についての

報告は少ない。

　そこで，従来の温室メ・ンについての知見が

品種系統的に異なるハウスメ・ンについてもそ

のまま適応できるかどうか確認する必要がある

ので，花粉の稔性及び着果に及ぽす要因につい

ていくつかの実験を行ったので報告する。

　　　皿　材料及ぴ方法

1、花粉の稔性生理

　実験1〜実験5の花粉の発芽試験は市販寒天

1％，市販上白糖15％，pH6。0の人工発芽床

を用い，実験1を除いて25℃下で1時間発芽

させた後にコットンブルーで染色して発芽率と

花粉管の長さを調査した。供試した花粉は5花

の雄花花粉を混合したものを用いた。花粉の発

芽率は，花粉管の長さが花粉の直径（約5μ）F

以上伸長したものを発芽とみなし，約1，000

粒の花粉について調査した。花粉管の伸長は平

均的な伸長を示す花粉20粒について測定した。

　実験1　花粉の発芽適温を明らかにするため，

1972年は2月まきのサンライズ，1975

年は2月まきのキングの花粉を用いて検討した。

処理温度は，1972年は10，15，15，

20℃，1975年は25，50，55，40，

45，50℃とした。人工発芽床はあらかじめ

所定の定温器に入れ，培地温を合わせてから試

験を行った。

　実験2受粉期の適夜温を明らかにするため，

1972年に2月まきのサンライズを供試して

検討した。雄花を開花前日の夕刻（17時）採

花し，それぞれ5，10，15，15，20℃

の温度の下で翌朝9時50分まで経過させ直ち

に花粉の発芽試験を行った。

　実験3　花粉の成熟及び稔性維持期間を明ら

かにするため，1972年はサンラィズ，19

75年はキングを供試しいづれも2月まきで検

討した。1972年は開花前日の16時から開

花当日の15時まで3時間ごとに，19ア5年
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